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平成２５年１０月台風２６号による降雨状況

○時間最大雨量１２２．５ｍｍ
○２４時間雨量８２４．０ｍｍ

（ともに大島観測史上１位）

①強い雨が短時間に集中し、大金沢上流の急斜面が大規模に崩壊
②土砂や流木が、低い尾根を越え、市街地に大きな被害

土砂災害の発生状況

神達地区

元町

大金沢広い範囲で斜面崩壊と侵食が発生

元町土砂・流木が低い尾根を越えて流下



大金沢土砂災害対策（案）

大金沢

斜面対策工のイメージ

砂防えん堤（大島・岡田沢の例）

凡 例
堆積工嵩上げ（応急）
仮設導流堤（応急）
斜面対策工（短期）
斜面対策工（中長期）
導流堤（短期）
導流堤（中長期）
砂防えん堤（中長期）
流路改修の検討
（屈曲部・老朽化）

（右支川） （左支川）

本川堆積工

導流堤（三宅島・大久保沢の例）

（本川）

支川堆積工

屈曲部の連続した箇所は、線形改修の検討



ソフト対策

○土砂災害の発生の恐れのある区域を明らかにし、周知（土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の調査・平成２７年度指定）

○町によるハザードマップ作成の支援

○自主防災組織などと連携した、防災意識の継続的啓発活動などを大島町と調整

今後の土砂災害対策

大島町元町周辺 土砂災害危険箇所マップ

ハザードマップの作成例

対策スケジュール

土砂災害が発生する恐れがある区域を明らかにし（土砂災害警
戒区域・土砂災害特別警戒区域）、警戒避難体制の整備、建築や
開発に対する制限等、土砂災害に対する対策の推進を図る。

土砂災害防止法に基づく区域指定について

○土砂災害警戒区域

土砂災害が発生した場合に、住民の生命・身体に危害
が生じるおそれがあると想定される区域

→ハザードマップの作成等、警戒避難体制を整備

○土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域の内、著しい危害が生じるおそれが
あると想定される区域

→建築や開発の際に、土砂災害に耐えうる構造とする

（平成14年作成）

項　　　目 記　　号

土 砂 災 害 警 戒 区 域

土砂災害特別警戒区域

避 難 場 所

主 要 な 避 難 路

災害時要援護 者施設

事　　業 内　　容 H25 H26 H27 H28 H29～

土砂災害防止法
　　　に基づく取組

土砂災害警戒区域等の指定
ハザードマップ（大島町）

その他の取組 防災意識の啓発など

現地調査・住民説明・指定

ハザードマップ


